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◆令和４年第４回定例会が開
催され、各議案を慎重に審
議いたしました

◆市議会議員一般選挙後に臨
時会が開催され、新体制の
もと、議会が始まりました

◆令和４年第４回定例会が開
催され、各議案を慎重に審
議いたしました

◆市議会議員一般選挙後に臨
時会が開催され、新体制の
もと、議会が始まりました

◆令和４年第４回定例会が開
催され、各議案を慎重に審
議いたしました

◆市議会議員一般選挙後に臨
時会が開催され、新体制の
もと、議会が始まりました

▲伊藤幾久造 作　静御前

　（かすみがうら市 戸崎 松学寺所蔵）
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議 員 紹 介

活力とあたたかさあふれるまちづくりをめざして

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新たな議会が始まる

②  塚
つか
　本
もと
　直
なお
　樹

き
③  鈴

すず
　木

き
　更
こう
　司

じ
④  石

いし
　澤
ざわ
　正
まさ
　広

ひろ

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
市
議
会
に
対
し

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
、
令
和
５
年
２
月
７
日
開
催
の
第
１
回
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
、議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
長
・
副
議
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

今
日
、
本
市
の
直
面
す
る
課
題
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
霞
ヶ
浦
地
区
の
過
疎
地
域
指
定
、少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
に
伴
う
諸
問
題
。
ま
た
、
長
引
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
な
ど
、
不
安
定
な
社
会
情

勢
と
物
価
の
高
騰
は
市
民
の
皆
様
の
日
常
生
活
や
地

域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
山
積
す
る
諸
問
題
に
適
切
に
対

処
す
る
た
め
、
議
事
機
関
で
あ
る
議
会
の
果
た
す
役

割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

市
長
と
共
に
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
課
題
解
決
に
向
け
て
熟
議
を
尽
く

し
、皆
様
に
、「
か
す
み
が
う
ら
市
に
住
み
た
い
」「
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
、
本
市
の
新
し

い
景
色
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
執
行
部
と
共

に
、
粉
骨
砕
身
、
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。今

後
と
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①  井
い
　出

で
　有
ゆう
　史

し

議　
長

⑭   

小こ 

座ざ 

野の　
定さ
だ 

信の
ぶ

副
議
長

⑩   

櫻さ
く
ら　

井い　
繁し

げ　
行ゆ

き
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新たな議会のメンバーを紹介
かすみがうら市議会議員一般選挙（令和５年１月22日執行）において選出され
ました16名の議員を紹介します。
※氏名前の丸数字は議席番号
任期：令和５年１月28日～令和９年１月27日

その他の議員情報につきましては、市議会
ホームページで公開してまいります。

▲市議会ホームページQRコード
⑮  佐

さ
　藤
とう
　文
ふみ
　雄

お

⑨  小
お
　倉
ぐら
　　　博

ひろし

⑤  服
は っ
　部

と り
　栄

え い
　一

い ち

⑯  矢
や
　口
ぐち
　龍

りゅう
　人
じん

⑪  設
した
　楽

ら
　健

たて
　夫

お

⑥  鈴
すず
　木

き
　貞

さだ
　行
ゆき

⑫  来
くる
　栖

す
　丈

じょう
　治

じ

⑦  櫻
さくら
　井

い
　健
けん
　一
いち

⑬ 岡
おか
　﨑
ざき
　　　勉

つとむ

⑧  久
ひさ
　松
まつ
　公
きみ
　生

お
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常任委員会は本市における事務に関する調査および議案・請願などを審査します。
本市議会には、総務委員会、文教厚生委員会、産業建設委員会の３つの常任委員会を設置しています。

【所管事項】
公共施設等マネジメント推進室
市長公室（秘書広報課、政策経営課、情報政策課）
総務部（総務課、危機管理課、検査管財課、税務課、納税課）
消防本部
会計課
監査委員事務局
他の常任委員会の所管に属しない事項

文教厚生委員会

産業建設委員会

総務委員会

【所管事項】
市民部（市民協働課、環境保全課、国保年金課、市民課）
保健福祉部（社会福祉課、介護長寿課、子ども家庭課、
　　　　　　健康づくり増進課）
教育委員会（学校教育課、生涯学習課、スポーツ振興課）
の所管に関する事項

【所管事項】
産業経済部（地域未来投資推進課、農林水産課、観光課）
都市建設部（都市整備課、道路課、上下水道課）
農業委員会事務局
の所管に関する事項

委 員 長 矢　口　龍　人

副委員長 櫻　井　健　一

委 員 来　栖　丈　治

委 員 鈴　木　更　司

委 員 井　出　有　史

委 員 長 久　松　公　生

副委員長 設　楽　健　夫

委 員 櫻　井　繁　行

委 員 小　倉　　　博

委 員 服　部　栄　一

委 員 長 佐　藤　文　雄

副委員長 鈴　木　貞　行

委 員 岡　﨑　　　勉

委 員 石　澤　正　広

委 員 塚　本　直　樹

委員会構成・一部事務組合議会議員・広域連合議会議員
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議会運営委員会
【所管事項】
議会運営の円滑化を図るため、議会の運営に関する次の
事項などについて協議するために設置される委員会です。
①議会の運営に関する事項
②議会の会議規則、委員会条例等に関する事項
③議長の諮問に関する事項

委 員 長 櫻　井　健　一

副委員長 塚　本　直　樹

委 員 櫻　井　繁　行

委 員 服　部　栄　一

委 員 井　出　有　史

市議会の活動を広く
市民に知らせるため、
議会だよりの編集・
作成を行う委員会です。

一部事務組合議会議員

広域連合議会議員

委 員 長 矢　口　龍　人

副委員長 佐　藤　文　雄

委 員 岡　﨑　　　勉

委 員 小　倉　　　博

委 員 久　松　公　生

委 員 櫻　井　健　一

一部事務組合・広域連合とは市町村などの事務の一部を共同処理するために設立された特別地方公共
団体です。それぞれの一部事務組合・広域連合議会に議員を派遣しています。

議会だより編集特別委員会

湖北環境衛生組合議会議員
櫻　井　繁　行　　　小　倉　　　博
服　部　栄　一　　　鈴　木　更　司

霞台厚生施設組合議会議員
矢　口　龍　人　　　佐　藤　文　雄
岡　﨑　　　勉　　　鈴　木　貞　行

石岡地方斎場組合議会議員
石　澤　正　広　　　井　出　有　史

茨城県後期高齢者医療
広域連合議会議員
櫻　井　健　一

土浦・かすみがうら土地区画整理
一部事務組合議会議員
来　栖　丈　治　　　設　楽　健　夫
久　松　公　生　　　塚　本　直　樹
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令和４年第４回定例会議案等議決結果一覧
　令和４年第４回定例会が、11月22日から12月７日までの16日間で開催されました。今定例会で
は、議案17件、承認２件、請願１件、委員会発議１件を慎重に審議しました。
※賛成は○、反対は◆、不在は／、除斥は除で記載
※議長職の議員は、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はないため－で記載

議
案
番
号

金
子
　
　
遥

吉
村
　
慎
治

鈴
木
　
貞
行

櫻
井
　
健
一

小
倉
　
　
博

櫻
井
　
繁
行

設
楽
　
健
夫

来
栖
　
丈
治

川
村
　
成
二

岡
﨑
　
　
勉

田
谷
　
文
子

加
固
　
豊
治

佐
藤
　
文
雄

中
根
　
光
男

鈴
木
　
良
道

矢
口
　
龍
人

議決結果

59 かすみがうら市過疎地域持続的発展計画
の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

60
かすみがうら市過疎地域における固定資
産税の課税免除に関する条例の制定につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

61 かすみがうら市政治倫理条例の制定につ
いて ○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆ ○ ◆ ◆ － ◆ ◆ ○ ◆ ◆ ○ 否　　決

（賛成少数）

62
かすみがうら市一般職の任期付職員の採
用及び給与の特例に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

63
かすみがうら市特別職の職員で常勤のも
のの給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

64 かすみがうら市職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

65
かすみがうら市会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

66 かすみがうら市職員の定年等に関する条例
等の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

67      令和4年度かすみがうら市一般会計補正予
算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

68 令和4年度かすみがうら市国民健康保険特
別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

69 令和4年度かすみがうら市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

70 令和4年度かすみがうら市介護保険特別
会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

71 令和4年度かすみがうら市水道事業会計補
正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

72 令和4年度かすみがうら市下水道事業会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

73 かすみがうら市活性化センター生産物直
売所の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

74 かすみがうら市水族館の指定管理者の指
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

75 字の区域の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

氏　名　　　

　　　件　名

令和４年第４回定例会提出議案・令和５年第１回臨時会提出議案
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議
案
番
号

金
子
　
　
遥

吉
村
　
慎
治

鈴
木
　
貞
行

櫻
井
　
健
一

小
倉
　
　
博

櫻
井
　
繁
行

設
楽
　
健
夫

来
栖
　
丈
治

川
村
　
成
二

岡
﨑
　
　
勉

田
谷
　
文
子

加
固
　
豊
治

佐
藤
　
文
雄

中
根
　
光
男

鈴
木
　
良
道

矢
口
　
龍
人

議決結果

７ 専決処分事項の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認
（全会一致）

８ 専決処分事項の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認
（全会一致）

　　　件　名

氏　名　　　

議案第 61号　かすみがうら市政治倫理条例について
賛　成 反　対

・議員自ら市民の方に堂々と顔向けできるように襟
を正すべき。

・茨城県南14市町村で政治倫理条例が制定されてい
ないのは、かすみがうら市だけである。

・汚職など、かすみがうら市の残念な歴史、また、
そのような体質から完全に脱退するため、早急に
制定が必要。

・議案審査特別委員会の質疑の中で、本条例案の具
体的なエビデンスと、この内容で急いで条例を制
定する明確な答弁が得られなかった。

・議員の高圧的な発言等を厳しく罰する文言こそ盛
り込む必要がある。

・調査特別委員会等を設置して、内容を精査し、そ
れらの意見を反映すべき。

本会議で行われた主な討論

４
消費税インボイス制度の実施中止を求め
る意見書を国に提出することを求める請
願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
（全会一致）

５ 消費税インボイス制度の実施中止を求め
る意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

令和５年第１回臨時会議案等議決結果一覧
令和５年第１回臨時会が、２月７日に開催され、議会の構成等を決定しました。

議
案
番
号

��

井�

出
　
有�

史

塚�

本
　
直�

樹

鈴�

木
　
更�

司

石�

澤
　
正�

弘

服�

部
　
栄�

一

鈴�

木
　
貞�

行

櫻�

井
　
健�

一

久�

松
　
公�

生

小�

倉
　
　�

博

櫻�

井
　
繁�

行

設�

楽
　
健�

夫

来�

栖
　
丈�

治

岡�

﨑
　
　�

勉

小
座
野
　
定
信

佐�

藤
　
文�

雄

矢�

口
　
龍�

人

議決結果

１ 令和4年度かすみがうら市一般会計補正予
算（第12号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 承　　認

（全会一致）

２ かすみがうら市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 － ○ ○ 同　　意
（全会一致）

【選挙案件】
１ 議長の選挙 当選（小座野　定信）
２ 副議長の選挙 当選（櫻井　繁行）
３ 湖北環境衛生組合議会議員の選挙 当選（櫻井　繁行、小倉　博、服部　栄一、鈴木　更司）
４ 石岡地方斎場組合議会議員の選挙 当選（石澤　正広、井出　有史）
５ 霞台厚生施設組合議会議員の選挙 当選（矢口　龍人、佐藤　文雄、岡﨑　勉、鈴木　貞行）

６ 土浦・かすみがうら土地区画整理一部事務
組合議会議員の選挙 当選（来栖　丈治、設楽　健夫、久松　公生、塚本　直樹）

７ 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の
補欠選挙 当選（櫻井　健一）

氏　名　　　

　　　件　名

【承　認】

【請　願】

【委員会発議】
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議案審査特別委員会議案質疑

令和４年第４回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（11月30日開催）
議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成

議案第61号　かすみがうら市政治倫理条例の制定について

議案第60号　かすみがうら市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例

議案第67号　令和４年度かすみがうら市一般会計補正予算（第11号）

令和４年４月１日から令和６年３月３１日までに取得した要件を満たし
た事業用資産で、課税されることになった年度から３カ年度分が課税免
除になります。なお、対象となる業種としては、製造業・旅館業・農林
水産物等販売業・情報サービス業等がございます。

議員自らが倫理基準をあえて明文化することで、議員が市民の皆様に対して約束すること
になり、相互の信頼関係が生まれるもので、決して罰則や制裁を課すものではなく、あく
まで自ら律するような内容となっております。

市内の認定農業者及び認定新規就農者へ、燃料及び農業資材等の高騰に対する支援を行う
ものです。１経営体あたり10万円として、合計1630万円を計上しております。

今回の条例案は、広域連合や一部事務組合についても市長及び議員が遵守する政治倫理基
準の対象にはなりますが、団体の運営については、その団体の取り決め次第となります。

市内の主食用米生産者（面積50a以上）へ、主食用米の需要減少及び価格
下落による農業経営への影響を緩和し、事業継続のため、10aあたり2000
円の支援を行うものです。総額1600万4000円を計上しております。

今回、燃料費の高騰等にかかった経費として増額補正したのは光熱水費と燃料費を合わせ
て5076万2000円となっております。

【議案の概要】
過疎地域（旧霞ヶ浦町全域）において、一定の事業用資産（償却資産、家屋、土地）を取
得した場合、固定資産税を課税免除することで産業振興の促進を図るものです。

【議案の概要】
市長、副市長及び教育長並びに市議会議員が、市民全体の奉仕者として、人格と倫理の向
上に努め、その地位による影響力を不正に行使して自己又は特定の者の利益を図ることの
ないよう必要な事項を定めることにより、市政に対する市民の信頼に応え、公正で開かれ
た市政の発展に寄与することを目的に、この条例を制定するものです。

【議案の概要】
歳入歳出予算の総額に、それぞれ２憶6763万3000円を追加し、歳入歳出予算の総額を、
それぞれ210億2504万4000円とするものです。

いつから取得した事業用資産が課税免除になるのか

本条例は議員の問題ある行動や発言を取り締まることはできますか

農業経営経営燃油高騰対策支援金とは

政治倫理条例がある市とない市で構成する一部事務組合などの団体の運営は

主食用米生産者支援金とは

今回の補正予算で増額が目立つ光熱水費などの状況は

産
業
振
興



○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

総

務

委

員

会

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

令
和
４
年
11
月
11
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
４
年
11
月
29
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
４
年
11
月
９
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
４
年
10
月
25
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
４
年
11
月
29
日
開
催
の
調
査
内
容

●
住
民
税
申
告
方
法
の
段
階
的
見
直
し
に
つ
い
て

●
督
促
手
数
料
の
廃
止
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
政
治
倫
理
条
例
（
案
）
に

つ
い
て

●
請
願
第
４
号
「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
」
に
つ
い
て

●
市
内
小
中
義
務
教
育
学
校
の
２
学
期
制
に
つ

い
て

●
第
２
期
か
す
み
が
う
ら
市
生
涯
学
習
推
進
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て

●
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
税
収
納
見
込
み

に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

●
社
会
福
祉
法
人
か
す
み
が
う
ら
市
社
会
福
祉

協
議
会
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

●
上
下
水
道
事
業
に
お
け
る
管
理
者
の
設
置
に

つ
い
て

●
逆
西
調
整
池
整
備
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
観
光
基
本
計
画
策
定
業
務

進
捗
状
況
の
報
告
に
つ
い
て
整
備
に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎　全員協議会室】

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎　委員会室】

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎　委員会室】

9 KASUMIGAURA

委　員　会　活　動
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特  　  　  集

議会が新体制で
スタートしました！

令和５年１月31日撮影

⑤
服
部　

栄
一

④
石
澤　

正
広

③
鈴
木　

更
司

②
塚
本　

直
樹

①
井
出　

有
史

⑪
設
楽　

健
夫

⑩
櫻
井　

繁
行

⑨
小
倉　

博

⑧
久
松　

公
生

⑦
櫻
井　

健
一

⑥
鈴
木　

貞
行

教
育
長　

井
坂
庄
衛

⑯
矢
口　

龍
人

⑮
佐
藤　

文
雄

市
長　

宮
嶋　

謙

⑭
小
座
野　

定
信

⑬
岡
﨑　

勉

⑫
来
栖　

丈
治

　
　
※
数
字
は
議
員
番
号

▲市議会ホームページ
　QRコード

かすみがうら市議会では
開かれた議会を目指しホームページで
様々な情報を発信しております

ホームページでは、本会議のLIVE中継や録画映像を放映しております。また、議員
の情報や会議録など多数情報を発信しております。スマートフォンにも対応してお
りますので、ぜひご覧ください。
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一  般  質  問

　
平
成
20
年
か
ら
総
務
省
は
過
疎
対
策
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

集
落
の
維
持
・
活
性
化
の
た
め
に
、
集
落
支
援
員
の
活
用
を
促
進
し
て
き
ま

し
た
。
集
落
支
援
員
の
配
置
や
活
用
な
ど
、
本
市
の
過
疎
対
策
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長
公
室
長　
過
疎
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
に
と
っ
て
最
重
要
課

題
の
一
つ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
問
題
の
解
決
や
市
民
の
意
見
を

市
政
へ
反
映
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
に
各
行
政
区
の
要
望
や
ご
意
見
な
ど

を
伺
い
、
市
政
運
営
に
反
映
す
る
た
め
の
地
域
担
当
の
職
員
ま
た
は
仕
組
み

作
り
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
長　
地
域
を
し
っ
か
り
と
把
握
で
き
る
よ
う
な
部
署
を
置
い
て
、
職

員
が
そ
の
地
域
の
状
況
を
い
つ
も
理
解
で
き
、
問
題
を
お
伺
い
し
た
り
す
る

と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
の

た
め
に
は
、ご
提
案
が
あ
り
ま
し
た
集
落
支
援
員
の
方
の
ご
協
力
が
あ
れ
ば
、

な
お
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
、

国
や
そ
の
他
の
自
治
体
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
霞
ヶ
浦
南
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
温
水
化
に
は
、
施
設
の
整
備
費
に
１

億
７
０
０
０
万
円
、
年
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
５
０
０
０
万
円
（
平

成
28
年
度
試
算
）
と
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
の
で
あ
れ
ば
、
冷
た
い
水
の

水
温
対
策
と
し
て
、
大
ヒ
ッ
ト
中
の
男
女
共
用
で
長
袖
、
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ

の
セ
パ
レ
ー
ト
水
着
な
ど
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
、
そ
の
可
能
性

と
補
助
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
長
袖
水
着
の
在
り
方
、
必
要
性
の
検
討
結
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

ま
ず
は
そ
の
推
移
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
運
動

服
に
お
き
ま
し
て
は
、
男
女
共
用
と
い
う
流
れ
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
認
識

し
て
お
り
ま
し
て
、
水
着
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か

ら
今
後
も
広
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
十
分
検
討
し
て
市
の
補
助
等
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡＡ

鈴木　貞行 議員

集
落
支
援
員
の
配
置
・
活
用
な
ど
、
本
市

の
過
疎
対
策
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う

地
域
の
問
題
・
課
題
解
決
の
た
め
、
地
域
担

当
職
員
な
ど
の
配
置
を
考
え
て
お
り
ま
す

ＱＡ

　
都
市
再
生
整
備
計
画
の
中
で
、
複
合
交
流
施
設
及
び
公
園
用
地
と
し
て

購
入
し
た
２
万
９
０
０
０
㎡
の
土
地
を
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て
い
く
の

か
、
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
複
合
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
意
見
を
基
に
、
事
業
を
見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
進
め
て
お

り
ま
し
た
、
複
合
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
事
業
用
地
の

変
更
に
向
け
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
で
に
購
入

し
た
土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
園
と
し
て
整
備
を
行
う
こ
と
で
計
画
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
公
園
の
整
備
内
容
は
、
今
後
、
市
民
の

方
々
の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
計
画
い
た
し
ま
す
が
、
親
子
で
楽
し
め
る

公
園
、
く
つ
ろ
ぎ
と
語
ら
い
が
で
き
る
公
園
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
公
園
と
し
て
、
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
の
公
園
整
備
案
は
、
11
億
円
で
購
入
し
た
土
地
を
無
駄
に
す
る
こ

と
な
く
、
都
市
再
生
整
備
計
画
の
中
で
可
能
な
方
法
の
中
で
、
市
民
の
要
望

も
多
い
こ
と
か
ら
提
案
し
た
の
で
は
な
い
か
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
都
市
再
生
整
備
計
画
で
国
か
ら
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
総
事

業
費
を
抑
え
、
市
民
の
た
め
に
な
る
内
容
に
変
更
す
る
こ
と
が
最
善
で
あ
る

と
判
断
し
、
内
容
に
つ
い
て
、
国
と
の
協
議
を
重
ね
る
中
で
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
公
園
で
あ
れ
ば
、こ
の
計
画
内
容
の
一
部
変
更
で
補
助
を
受
け
ら
れ
る
。

し
か
も
、
内
容
の
良
い
質
の
高
い
公
園
を
整
備
す

れ
ば
、
子
育
て
支
援
に
も
な
る
。
新
し
い
定
住
人

口
増
加
に
も
寄
与
す
る
。
近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
の
憩
い
の
場
に
も
な
る
。
そ
の
よ
う
に
判
断

い
た
し
ま
し
て
、
公
園
の
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

矢口　龍人 議員通
学
バ
ス
降
車
事
件
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て

複
合
交
流
施
設
用
地
と
し
て
購
入
し
た
土
地
利
用
に
つ
い
て

過
疎
対
策
に
つ
い
て　

霞
ヶ
浦
南
小
学
校
プ
ー
ル
の
水
温
対
策
に
つ
い
て

１

１

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

２

２

複
合
交
流
施
設
及
び
公
園
用
地
と
し
て
購
入
し
た

２
万
９
０
０
０
㎡
の
土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う

市
民
に
喜
ば
れ
る
公
園
と
し
て
整
備
を
行
う

こ
と
で
計
画
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

ＱＡ
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一  般  質  問

　
４
年
前
の
新
日
本
婦
人
の
会
の
公
開
質
問
状
に
学
校
給
食
費
に
つ
い

て
、
宮
嶋
市
長
は
「
給
食
は
食
育
の
時
間
と
捉
え
、
無
償
化
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
教
職
員
の
集
金
に
関
わ
る
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
な
ど
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
大
事
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
宮
嶋
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
理
想
と
し
ま
し
て
、
給
食
費
の
無
償
化
を
推
進
し
た
い
と
い
う

の
は
、
今
も
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
７
月
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
食

材
の
地
産
地
消
の
推
進
と
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
給
食
の
安
全
性
な
ど
、

給
食
の
質
を
高
め
る
話
を
い
た
し
ま
し
た
。
給
食
費
の
助
成
は
、
保
護
者
の

方
、子
育
て
を
す
る
方
に
対
す
る
ご
支
援
と
い
う
形
が
主
だ
と
思
い
ま
す
が
、

給
食
そ
の
も
の
の
充
実
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
方
向
か

ら
の
支
援
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
方
と
も
大
切

な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
す
ぐ
に
財
政
的
な
確
保
が
で
き
な
い
状
況
で

す
が
、
な
る
べ
く
保
護
者
の
方
の
ご
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
引
き
続
き

検
討
を
し
て
、
取
組
の
方
策
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
仮
称
）
千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
特
に
千
代
田
地
区
の
人
口
減
少
、

過
疎
化
対
策
に
と
っ
て
、
大
変
大
き
な
未
来
に
続
く
扉
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
国
と
連
携
し
て
、
な
る
べ
く
多
く
国
の

力
を
借
り
な
が
ら
、
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、
こ

の
事
業
を
進
め
、
市
へ
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄 議員

吉村　慎治 議員
　
Ｔ
Ｘ
誘
致
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
受
益
者
の
代
表
で
あ
る
首
長
や

議
員
、
そ
し
て
行
政
が
民
意
を
取
り
ま
と
め
、「
機
運
」
を
つ
く
る
こ
と
が

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
平
成
10
年
に
開
業
し
た
ひ
た
ち
野
う
し
く

駅
は
、
地
元
の
強
い
要
望
を
受
け
た
牛
久
市
が
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
と
も
に
建

設
費
用
を
負
担
し
、
請
願
駅
と
し
て
開
業
に
至
り
ま
し
た
。
当
市
の
こ
れ
ま

で
の
対
応
は
、
土
浦
市
や
石
岡
市
に
比
べ
積
極
性
を
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

当
市
と
し
て
の
姿
勢
、
態
度
は
ど
う
な
の
か
、
今
後
、
誘
致
活
動
を
進
め
る

予
定
は
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　
市
長
公
室
長　
延
伸
ル
ー
ト
を
描
く
上
で
、
神
立
駅
で
常
磐
線
と
重
な

る
可
能
性
、
ま
た
、
当
市
内
に
新
駅
が
で
き
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
県

の
動
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
延
伸
構
想
の
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ
る
周
辺
自
治

体
と
連
携
し
、
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
当
市
は
観
光
資
源
を
有
す
る
市
で
あ
り
ま
す
が
、
資
源
を
活
か
す
に
は
、

着
地
型
観
光
の
確
立
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
観
光
協
会
が
独
立
し
た
組
織
で
あ

れ
ば
、地
元
の
事
業
者
、周
辺
自
治
体
や
県
と
の
連
携
等
を
図
り
な
が
ら
集
客
・

利
益
を
伸
ば
す
と
い
う
着
地
主
導
の
事
業
形
態
が
機
能
す
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、観
光
協
会
が
市
の
一
部
署
で
あ
る
現
状
で
は
、職
員
の
異
動
に
伴
い
、

経
験
値
と
連
携
が
失
わ
れ
ま
す
。
観
光
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、
人
的
資

源
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
市
か
ら
独
立
し
た
観
光
専
門
の
人
材
が
営
む
観

光
協
会
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
執
行
部
の
考
え
方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
長　
法
人
化
を
す
る
こ
と
で
民
間
事
業
者
へ
の
業
務
委
託
を
す
る
こ

と
な
く
独
自
に
営
業
や
商
品
開
発
が
行
え
、
専
門
的
な
業
務
が
継
続
し
て
行

え
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

の
検
証
を
慎
重
に
行
っ
た
上
で
、
市
の
単
独
の
法
人
化
だ
け
で
な
く
、
近
隣

自
治
体
と
の
広
域
的
な
法
人
化
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
観
光
事

業
が
よ
り
効
果
的
と
な
る
方
法
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
Ｔ
Ｘ
北
部
延
伸
計
画
に
伴
う
、
当
市
の
対
策
に
つ
い
て

神
立
駅
に
特
急
を
停
車
さ
せ
る
要
望
活
動
に
つ
い
て

観
光
協
会
の
法
人
（
公
社
）
化
に
つ
い
て

防
災
無
線
の
受
信
環
境
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

Ｔ
Ｘ
（
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
北
部
延
伸
計

画
に
伴
う
、
当
市
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

県
の
動
向
を
注
視
し
、
周
辺
自
治
体
と
連

携
し
て
誘
致
活
動
を
行
う
考
え
で
す
。

ＱＡ

１４ ２３

「
義
務
教
育
は
無
償
」に
関
わ
っ
て
保
護
者
負
担
の
解
消
に
つ
い
て

（
仮
称
）千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
国
道
６

号
千
代
田
石
岡
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て　

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て　

１２ 質　
問　
通　
告　
事　
項

３

学
校
給
食
無
償
化
は
子
育
て
支
援
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
施
策
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う

様
々
な
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
子
育
て
支
援

と
し
て
は
大
変
有
効
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す

ＱＡ
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政
治
倫
理
条
例
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
近
隣
市
の
政
治
倫
理
条
例
制

定
状
況
と
最
高
裁
判
決
、
政
治
倫
理
基
準
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
長
公
室
長　
県
内
で
は
44
市
町
村
中
35
市
町
村
、
県
南
で
は
本
市
を

除
く
全
て
の
市
町
村
で
政
治
倫
理
条
例
制
定
が
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
広
島
県
府
中
市
の
裁
判
で
、
政
治
倫
理
条
例
の
２
親
等
規
制
の
憲
法
違

反
を
争
点
に
争
わ
れ
た
も
の
で
は
、
最
高
裁
は
違
憲
に
は
当
た
ら
な
い
と
の

判
決
で
し
た
。
政
治
倫
理
条
例
は
品
位
と
名
誉
を
損
な
う
一
切
の
行
為
を
慎

む
な
ど
、
概
ね
７
つ
の
遵
守
事
項
を
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
工
事
な
ど
の
契

約
に
関
す
る
遵
守
事
項
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
規
定
と
な
っ
て
お
り
、
地

方
自
治
法
第
92
条
の
２
及
び
142
条
の
趣
旨
を
尊
重
し
て
、
工
事
等
の
契
約
辞

退
や
行
為
の
制
限
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
顧
問
弁
護
士
に
本
市
の
政
治
倫
理

条
例
案
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
、
特
段
、
違
憲
性
の

懸
念
は
な
い
旨
、
助
言
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
肥
料
費
や
土
地
改
良
区
の
電
気
料
金
の
高
騰
な
ど
の
負
担
増
に
よ
り
、
疲

弊
し
て
い
る
農
業
者
へ
の
次
期
作
支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
産
業
経
済
部
長　
前
年
度
か
ら
高
騰
し
て
い
る
肥
料
費
に
肥
料
価
格
高

騰
対
策
事
業
で
７
割
の
支
援
金
を
支
払
い
ま
す
。
ま
た
、
農
家
等
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
農
業
水
利
施
設
電
気
料
金
高
騰
対
策
支
援
事
業
と
し
て
、

土
地
改
良
区
等
に
電
気
料
値
上
分
相
当
の
支
援
金
を
支
払
い
ま
す
。
市
内
認

定
農
業
者
及
び
認
定
新
規
就
農
者
に
燃
料
価
格
及
び
農
業
資
材
等
の
物
価
高

騰
に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
緩
和
、
事
業
継
続
支
援
に
一
律
10
万
円
の
支

援
金
、
市
内
の
主
食
用
米
生
産
者
に
、
50
ア
ー
ル

以
上
生
産
者
へ
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
２
０
０
０
円

の
支
援
金
を
支
払
い
ま
す
。

ＱＱＡ Ａ
政
治
倫
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て　

米
作
の
現
況
と
時
期
作
、
肥
料
、
電
気
料
金
補
助
金
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
地
区
の
過
疎
対
策
―
宍
倉
第
３
第
４
排
水
区
に
つ
い
て

観
光
基
本
計
画
に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、60分に短縮して行いました。

質　
問　
通　
告　
事　
項

設楽　健夫 議員

　
市
長
は
稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
に
複
合
交
流
拠
点
施
設
の
建
設
を
検
討
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
地
域
の
行
事
や
い
こ
い
の
場
で
あ
る
公
園
を
な
く
し
て
し

ま
う
こ
と
や
、
施
設
の
建
設
後
に
、
通
学
路
を
含
む
周
辺
道
路
の
交
通
量
が
増

加
す
る
懸
念
が
あ
り
、地
域
住
民
に
と
っ
て
有
効
な
政
策
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
の
近
辺
に
は
、
す
で
に
、
や
ま
ゆ
り
館
や
働
く
女

性
の
家
が
あ
り
ま
す
。
複
合
交
流
拠
点
施
設
の
機
能
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
図

書
学
習
機
能
、
窓
口
機
能
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
」
は
そ
れ
ら
の
施
設
で
も
対

応
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、せ
っ
か
く
購
入
し
た
土
地
で
は
な
く
、

稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
に
施
設
を
建
設
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
複
合
交
流
拠
点
施
設
の
機
能
は
、
下
稲
吉
中
学
校
区
の
市
民
生

活
を
支
え
る
た
め
の
も
の
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
土
浦
市
と
の
境
界
に
施
設

を
建
て
た
の
で
は
生
活
が
不
便
に
な
る
と
、
多
く
の
方
の
反
対
運
動
が
ご
ざ

い
ま
し
て
、
私
も
市
民
生
活
を
支
え
る
施
設
は
市
街
地
の
で
き
る
だ
け
中
心

に
置
い
た
ほ
う
が
良
い
。
ご
高
齢
の
方
な
ど
、
交
通
弱
者
が
歩
い
て
行
け
る

場
所
、
多
く
の
方
が
自
転
車
や
徒
歩
で
行
け
る
場
所
に
施
設
が
あ
る
べ
き
だ

と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
た
め
、
捕
獲
隊
員
が
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
の
く
く
り
わ
な

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
小
動
物
が
わ
な
に
掛

か
る
と
暴
れ
る
た
め
、
ワ
イ
ヤ
ー
や
バ
ネ
が
ね
じ
れ
て
し
ま
い
、
わ
な
が
壊
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
高
額
な
わ
な
の
購
入
費
は
捕
獲
隊
員
の
重
い
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
市
か
ら
の
助
成
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
産
業
経
済
部
長　
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
市
内
全
域
に
生
息
す

る
こ
と
か
ら
、
農
業
や
生
活
環
境
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
市
民
の
自
衛

に
対
す
る
支
援
の
一
環
で
捕
獲
器
を
貸
出
し
て
、
対
象
害
獣
が
捕
獲
さ
れ
た

場
合
に
は
、
市
が
回
収
を
す
る
と
い
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

猟
友
会
に
委
託
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
お
い
て
も
、
イ
ノ
シ
シ
用
の

箱
わ
な
の
脇
に
小
動
物
用
の
箱
わ
な
を
設
置
し
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ

ン
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
状
況
で
す
。
小
動
物
の

捕
獲
頭
数
も
増
え
て
い
る
状
況
か
ら
、
有
害
鳥
獣

捕
獲
事
業
委
託
費
を
増
額
す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

櫻井　健一 議員
ＱＱ ＡＡ

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て

複
合
交
流
拠
点
施
設
等
の
に
つ
い
て

１２ 質　
問　
通　
告　
事　
項

１４ ２３

政
治
倫
理
条
例
の
制
定
状
況
等
に
つ
い
て

伺
う

茨
城
県
内
44
市
町
村
の
う
ち
、
35
市
町
村

が
政
治
倫
理
条
例
を
制
定
し
て
お
り
ま
す

ＱＡ

複
合
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
伺
う

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
参
考

に
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

ＱＡ
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小倉　博 議員
　
か
す
み
が
う
ら
市
役
所
の
女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て
、
市
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
、ま
た
、ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
総
務
部
長　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
や
女
性
活
躍
推
進
法
に
基

づ
き
策
定
し
て
お
り
ま
す
、
か
す
み
が
う
ら
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
中

に
は
、
特
別
休
暇
の
取
得
促
進
や
男
性
職
員
の
育
児
休
暇
取
得
率
の
向
上
等

に
よ
る
「
妊
娠
・
出
産
後
の
配
慮
」、
時
間
外
勤
務
の
縮
減
や
年
次
休
暇
取

得
の
促
進
等
に
よ
る
「
子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
」、
女
性
職
員

を
対
象
と
し
た
研
修
や
女
性
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
す

る
「
管
理
職
の
昇
任
試
験
を
受
け
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
」
等
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
現
在
、
そ
の
指
針
に
沿
っ
て
施
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

よ
り
多
く
の
女
性
職
員
が
意
欲
と
や
る
気
を
持
っ
て
昇
任
試
験
に
挑
戦
で
き

る
よ
う
、
市
役
所
内
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
努
め
、
男

性
職
員
と
女
性
職
員
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、責
任
を
分
か
ち
合
い
、

平
等
な
立
場
で
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
２
常
陸
野
公
園
の
整
備
検
討
を
進
め
る
上
で
、
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
と
、
改
め
て
今
後
の
構
想
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
借
地
部
分
の
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
中
に

売
買
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。
今
後
の
活
用
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
系
の
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク
事
業
を
つ
く
ば
市
と
栃
木
市
で
運

営
し
て
い
る
事
業
者
の
協
力
の
下
、
現
地
調
査
を
実
施
し
、
当
該
公
園
へ
の

事
業
進
出
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
前
向
き

な
回
答
を
頂
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
当
該
施
設
は
、
既
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
シ
ニ
ア
世
代
を
中
心
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
場
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
現
状
で
の
活
用
を
継
続
し

つ
つ
、
観
光
面
や
環
境
面
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
以
外
の
活
用
も
含
め
、
引

き
続
き
施
設
利
用
の
方
向
性
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

一  般  質  問

不
登
校
と
い
じ
め
に
つ
い
て

女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て

第
２
常
陸
野
公
園
の
利
活
用
に
つ
い
て

漁
業
対
策
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

中根　光男 議員
　
い
じ
め
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
学
習
環
境
や
生
活
環
境

の
変
化
か
ら
不
登
校
と
な
る
児
童
生
徒
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
長　
い
じ
め
や
、
不
登
校
児
童
生
徒
、
ま
た
、
そ
の
傾
向
の
あ
る

児
童
生
徒
へ
の
早
期
対
応
の
た
め
に
は
、
心
の
専
門
家
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
福
祉
等
の
専
門
知
識
を
持
つ
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
大
変
有
効
で
す
。
現
在
は
茨
城
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
方
々
が
対
応
し

て
お
り
ま
す
が
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
、
保
護
者
が
増
加
し
て

お
り
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
そ
れ
ら
を
市
独
自
で
整
備
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
学
校
に
お
い

て
児
童
生
徒
の
悩
み
や
人
間
関
係
を
早
期
に
把
握
し
、
対
応
す
る
た
め
に
、

学
校
で
の
統
一
の
心
理
テ
ス
ト
な
ど
の
導
入
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
市
内
の
交
通
弱
者
や
交
通
空
白
区
域
に
つ
い
て
、
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
交
通
体
系
を
確
立
す
る
こ
と
が
定
住
人
口
の
増
加
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
免
許
証
を
返
納
し
た
後
の
交
通
を
不
安

に
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
方
が
安
心
・
安
全
で

便
利
に
暮
ら
せ
る
よ
う
交
通
体
系
の
確
立
に
つ
い
て
、
市
長
の
思
い
を
伺
い

ま
す
。

　
市
長　
現
状
に
つ
い
て
研
究
し
、交
通
弱
者
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

そ
れ
が
先
々
、
医
療
費
で
す
と
か
介
護
費
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に

は
、
ご
本
人
の
健
康
寿
命
の
増
進
に
も
つ
な
が

る
と
い
う
観
点
で
、
採
算
性
だ
け
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
広
く
福
祉
的
な
観
点
も
取
り
入

れ
て
公
共
交
通
の
立
て
直
し
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
小
中
義
務
教
育
学
校
の
児
童
生
徒
の
不
登
校
に
つ
い
て　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

１２ 質　
問　
通　
告　
事　
項

１４ ２３

か
す
み
が
う
ら
市
役
所
の
女
性
管
理
職
の

登
用
に
つ
い
て
伺
う

か
す
み
が
う
ら
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画

に
従
い
施
策
を
進
め
て
お
り
ま
す

ＱＡ

児
童
生
徒
の
い
じ
め
や
不
登
校
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う

市
独
自
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す

ＱＡ
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給
食
施
設
は
現
有
施
設
を
改
修
し
て
活
用
し
、
私
は
自
校
型
の
お
い
し

い
給
食
を
子
供
た
ち
に
食
べ
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
と
考
え
て
い
ま
す
。
施

設
改
修
費
用
と
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
費
と
の
検
討
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
現
在
、
３
校
の
給
食
室
を
統
合
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
は
、
本
年
度
８
月
に
「
下
稲
吉
中
学
校
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
基
本
・
実

施
設
計
業
務
委
託
」
を
発
注
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
整
備
費
用
は

精
査
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
。　

ま
た
、
こ
の
業
務
委
託
の
中
で
改
め
て
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
、
自
校
方
式
と
セ
ン
タ
ー
方
式
の
比
較
検
討
を
行
う

よ
う
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
営
農
型
太
陽
光
発
電
は
、
新
た
な
農
業
経
営
の
一
つ
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ

２
を
削
減
す
る
と
同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
た
め
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
普

及
状
況
と
先
進
事
例
の
研
究
、
さ
ら
に
は
、
本
市
の
農
業
振
興
に
活
か
す

の
か
伺
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局
長　
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
普
及
状
況
は
、
農
業

委
員
会
で
受
理
し
た
農
地
法
に
関
わ
る
申
請
状
況
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
の
現
状
況
は
、
全
体
で
19
件
（
霞
ヶ
浦
地
区
13
件
、
千
代
田
地
区

６
件
）
で
す
。
農
地
法
で
原
則
は
３
年
で
更
新
で
す
が
、
荒
廃
農
地
を
再
利

用
や
第
２
種
、
第
３
種
農
地
を
利
用
す
る
場
合
、
営
農
者
が
認
定
農
業
者
と

認
定
さ
れ
れ
ば
、
10
年
の
更
新
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
産
業
経
済
部
長　
先
進
事
例
の
研
究
で
す
が
、
作
物
の
販
売
収
入
に
加

え
、
売
電
に
よ
る
収
入
や
発
電
電
力
の
自
家
利
用
に
よ
り
、
農
業
経
営
の
さ

ら
な
る
規
模
拡
大
や
耕
作
放
棄
地
解
消
の
観
点
か
ら
も
有
用
な
取
り
組
み
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
環
境
に
優
し
い
次
世
代
型
農
業
で
あ
る

一
方
、
風
水
害
に
心
配
の
あ
る
設
置
構
造
や
優
良
農
地
の
毀
損
を
招
か
な
い

よ
う
な
持
続
的
な
営
農
の
実
現
性
、
さ
ら
に
は
景

観
等
の
地
域
配
慮
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡＡ

来栖　丈治 議員米
価
暴
落
対
策
に
営
農
型
太
陽
光
発
電
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
）
に
つ
い
て　

下
稲
吉
へ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
料
金
等
改
定
後
の
運
行
状
況
、

請
願
に
係
る
付
帯
決
議
に
沿
っ
た
制
度
設
計
等
に
つ
い
て

１３

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、60分に短縮して行いました。

質　
問　
通　
告　
事　
項

２

消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書を国に提出しました
請願第４号「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書を国に提出することを求める請願」が全会
一致で採択され、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣に市議会から意見書を提出しました。

　国は2023年10月からインボイス制度（適格請求書等保存方式）を実施するとして、事業者登録を進め
ているところです。これまで消費税制度は小規模事業者への配慮として、年間課税売上高が1,000万円以
下では、納税義務を免除してきました。インボイス（適格請求書）制度は、取引金額や年月日、品目、
消費税額などに加え、新たに税務署から割り振られた事業者番号を記載した請求書や領収書の事です。
　インボイスを発行するためには、いかに営業収入が少なくても、課税業者となり、消費税納税の義務
が発生します。課税業者にならなければ、取引から除外される可能性もあります。個人事業主やフリー
ランス、個人タクシー運転手、小規模農家など広範な人に負担増が強いられます。また、シルバー人材
センターに登録して働く高齢者も対象となる制度です。
　このため、日本商工会議所や全国中小企業団体中央会、日本税理士会連合会はじめ様々な団体・個人
から、制度の廃止や実施延期を求める声が上がっています。多くの中小零細業者は、コロナ危機の下、
事業継続、雇用維持に懸命に取り組んでおり、インボイス制度への登録、経理変更準備に取りかかる状
況ではありません。これ以上の負担を課すことは、コロナ禍からの経済再生を阻害することにもつなが
ります。
　現在の困難を克服し地域経済を活性化させる上で、地域に根差す中小零細事業者の存在は不可欠です。
これら業者に多大な負担を強いるインボイス制度は中止すべきです。以上の趣旨から、下記事項につい
て政府関係機関に意見書を提出します。

記

１．�消費税インボイス制度の実施を中止すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。

消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書

下
稲
吉
へ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
は
、
真

に
子
供
た
ち
の
た
め
に
な
る
の
か

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
、
自
校
方
式

と
セ
ン
タ
ー
方
式
の
比
較
検
討
を
行
う

ＱＡ



令
和
５
年
１
月
22
日
に
か
す
み
が
う
ら
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
た
な
議

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
向
き
合
う
べ
き

課
題
が
山
積
す
る
中
、
皆
様
の
生
活
に
最
も

身
近
な
市
政
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
、
議

員
一
同
、
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
議
会
だ
よ
り

も
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

議
会
情
報
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長　
櫻
井　
健
一

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

豆辞典 とはとは？？
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ（
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
）は
、
高
速
道
路
の
本
線
や
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

か
ら
乗
り
降
り
が
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
あ
り
、
通
行
可
能
な
車

両（
料
金
の
支
払
い
方
法
）を
、Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
搭
載

し
た
車
両
に
限
定
し
て
い
ま
す
。
利
用
車
両
が

限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
建
設
に
は
簡
易
な
料

金
所
の
設
置
で
済
み
、
料
金
徴
収
員
が
不
要
な

た
め
、
従
来
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
比
べ
て

低
コ
ス
ト
で
導
入
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
既
存
の
高
速
自
動
車
国

道
の
有
効
活
用
や
、
地
域
生
活
の
充
実
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
導
入
を
推
進
し
て
お
り
、
令
和
４
年
９

月
時
点
で
全
国
に
１
５
０
箇
所
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
日
本
の

高
速
道
路
で
は
交
通
車
両
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
使
用
率
が

90
％
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
は
低
コ
ス
ト
で
あ
る
と
同
時
に
多
く
の
人
達

に
と
っ
て
高
速
道
路
を
身
近
な
も
の
と
す
る
こ

と
が
出
来
る
有
効
な
手
段
で
あ
り
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
恩
恵
の

一
つ
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　（
参
考
　
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

スマートICスマートIC

（10月28日〜２月７日まで）

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
は
、３
月
３
日（
金
）か
ら
３
月
24
日（
金
）

ま
で
の
22
日
間
で
開
催
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
傍
聴
席
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
11
月
●

　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

９
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

７
日
～
８
日

　
　
　
　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
行
政
視
察
研
修

　

10
日
～
11
日

　
　
　
　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
管
外
視
察
研
修

　

11
日　

総
務
委
員
会

　

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

22
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
行
政
視
察

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

11
月
22
日
～
12
月
７
日

　
　
　
　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会

　

29
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

30
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

●
12
月
●

　

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

21
日　

代
表
者
会
議

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

●
１
月
●

　

22
日　

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

31
日　

全
員
協
議
会

●
２
月
●

　

７
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

令和４年度第４
回定例会の議場
での傍聴者数は、
延べ28名、また、
インターネット
LIVE中継へのア
クセス数は687回
でした。
（本定例会では傍聴
席を制限させてい
ただきました。）


